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　このゲームで言う「機械」とは動力を使った
り蓄えたり変換することにより、仕事を行なう
道具のことです。したがって、ハンドドリルは
「機械」ではありませんが、電動ドリルは「機
械」です。ゼンマイ式の懐中時計は「機械」です
が、日時計はちがいます。あいまいなものにつ
いては、最終的にはGMが決定してください。
　呪文抵抗の目標値を決めるために、機械にな
んらかの属性を与える必要が出ることがありま
す。このような場合は、機械に生命力を定める
のがよいでしょう。注記がないかぎり、機械の
生命力は10です。
　機械系呪文は知恵や自由意志のない機械を操
作するための呪文です。ルール的に言えば、ふ
つうにキャラクターとして作られた生き物には
影響を与えません。知力5以下の機械のほとん
どや共通性質「オートマトン」を備えた機械の
一部に影響を与えるでしょう。「AI」などの知
能を備えた機械は、情報伝達系呪文か精神操作

系呪文によって操作しなければなりません（た
だし、GMが希望するなら“未知の”精神を支
配するのに－4の修正を与えてもかまいませ
ん）。GM裁量によって、《誤作動/TL》や《機
能停止/TL》など、より物理的な機械呪文は知
恵のある機械に働くことにしてもかまいません。

機械探知/TL
情報

　種類を問わず、最も近くにある機械までの大
体の方向と距離がわかります。さらに術者は探
知する機械の種類を指定することもできます。
たとえば、レーザーやコンピュータ、光源など
です。呪文を唱える前に、術者が自分の知って
いる科学技術を具体的に述べていれば、それら
を除外することもできます。長距離の修正値を
用います（14ページ）。
　エネルギー消費：3

　準備時間：10秒
　魔化：杖、錫杖または宝石。必要エネルギー
100

機能看破/TL
情報／調査を妨害する呪文で抵抗

　目標の機械の機能を見抜きます。目標が複数
の機能を備えている場合、まず最初に最も単純
なものを突きとめ、術者に「他にも機能があ
る」ことを知らせます。それを明らかにするに
は、改めて呪文をかけなおさねばなりません。
1回の詠唱につき機能1つです。
　また、この呪文を使って、突きとめた機能の
起動方法を知ることもできます（たとえば、ど
のボタンを押せばよいかなど）。術者は「1度だ
け」、－5の修正を受けて挑戦することができ
ます！　成功すると、術者は適切な技能（また
は知力－6）に、「不慣れである」ことによる－1

「で、そいつはなんなんだ」
「おれの両親が言うには、とてつもない骨董品
で、魔法なんかを感知できるそうだ」

「それくらい、おれの
携帯電話でもできる
ぜ」
「だろうな。けど、こ
いつにはマナ・チップ
もなにも搭載されてな
い。すべて呪文や旧式
の魔化でまかなわれて
るんだ」
「なるほど、それ
で？」
「それ以上はわからん。
たぶん、かつてはすご
い代物だったんだろ
う」
「おそらくな」

　基本的には、魔法が
存在するのは文明レベ
ル4以下、すなわち産
業化以前の世界です。
しかし、産業化以降の

キャンペーンに魔法を導入すれば、プレイヤー
やGMの前に、かつてない魅力的な世界が広が
るでしょう。高度な科学技術と魔法の共存する

世界では必然的に、機械化された道具や製品を
操作し支援する呪文が生まれます。
　他の呪文と異なり、技術系呪文は「文明レベ
ル技能」（『キャラクター』162ページ）として扱
い、特定の文明レベルで学ばねばなりません。
たとえば、文明レベル10の科学技術に対応し
た魔法を専門にする魔術師が、文明レベル11
のブラスターを発動させたり、文明レベル7の
懐中電灯の電池からエネルギーを取りだす場合
はペナルティを受けます。
　こうしたペナルティは前提条件にも影響を及
ぼします。科学技術系呪文が前提条件に指定さ
れていれば、1CPを注いだレベルでその呪文を
習得していなければなりません。すなわち、《機
能看破/TL9》を学ぼうとする魔術師は、同時
に知力－2のレベルで《機械探知）/TL9》を習
得していなければなりません。あるいは、知力
－1のレベルで《機械探知/TL10》を習得するか
（文明レベルの差による－1の修正が相殺され
ます）、または知力＋3のレベルで《機械探知/
TL8》を習得しているか（文明レベルの差によ
る－5の修正が相殺されます）でもかまいませ
ん。

機械系呪文
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の修正を受けるだけでその機械を使用できるよ
うになります。
　エネルギー消費：8
　準備時間：10分
　前提条件：《機械探知》
　魔化：杖、錫杖または宝石。必要エネルギー
1500

機械制御/TL
通常

　機械1つ（大きさに関わらず、知力6未満な
らなんでも）か、小さな機械の集合体1つ（1000
個程度か総重量45キロまで）を操作します。術
者は目標の機械の機能を理解してなければなり
ません。この呪文をかけても、機械を操作する
技能は身につきません──〈砲手〉や〈コン
ピュータ操作〉〈運転〉など、術者自身の技能を
利用しなければなりません。機械の操作には精
神集中が必要です。
　この呪文は機械的、電気的に制動装置に働き
かけることにより機械を制御します。魔術師は
この呪文を使って、カメラで写真を撮ったり、
ロボットを作った悪人をロボット自身に絞殺さ
せたり、銃の弾薬を残らず発射させたりできま
す。しかし、目標の機械が自動照準式か自力推
進式のものでないかぎり、狙いを定めたり、目
標を移動させることはできません（少なくとも
適切な呪文を追加する必要があります）。
　ほかの何者か（たとえば乗り物に搭載された
AI（人工頭脳）や助手席の技手など）が機械を
制御している場合、呪文の目標値と使用者の技
能（サイバー機器で制御している場合は「意志
力＋文明レベル」）で毎秒即決勝負を行ない、制
御権を決定しなければなりません。
　この呪文を知っている魔術師は機械に《騎
手》または《動物知覚》の呪文をかけることがで
きます。ただし、人間にはそう簡単に機械の知
覚組織が理解できないことに留意してください。
　持続時間：1分
　エネルギー消費：詠唱6・維持3
　前提条件：《機能看破》、《錠前師》、《電光》
　魔化：杖、錫杖、頭につけるもの、宝石。必
要エネルギー特定の種類の機械を制御するもの
なら1000、あらゆる機械を制御するものなら
2000

機械召喚/TL
通常

　指定した機械1つ（知力6未満ならなんでも）
を呼び出します。距離は問題にはなりません。
詠唱に成功すると、最も近くにある該当する機
械の場所と、それが到着するまでの時間がわか

ります。機械は呪文が失効するか術者に近接す
るまで、全速力で術者に向かって移動してきます。
　もちろん、機械が効率のよい進路を見つけら
れるとはかぎりません。また燃料や電力などが
尽きることもあります。たとえば、文明レベル
7の冷蔵庫は一歩も移動できないでしょう。文
明レベル7の車は歩行者や溝、街燈などの障害
物に気づかず（当然避けることもできず）、全
速力で最短距離を突進するでしょう。
　機械はいったん術者のもとにたどりつくと、
呪文が失効するまで攻撃せず、術者のそばにと
どまります。この呪文の効果は術者か術者の仲
間が機械を攻撃すると失われます。
　持続時間：1分
　エネルギー消費：詠唱4・維持2
　準備時間：4秒
　前提条件：《機械制御》
　魔化：杖、錫杖、宝石。必要エネルギー特定
の種類の機械を召喚するものなら500、あらゆ
る機械を召喚するものなら1000

機械会話/TL
通常

　あらゆる種類の機械（知力は問いません）、
とその機械自身の“言語”を使って意思疎通が
できます。音声によらない言語の場合、術者は
機械のインターフェイス・ポート（接続端子）
かアンテナに物理的に接触しつづけねばなりま
せん。交換される情報量は機械の知力によって
決まります。知力3未満の機械が興味深い情報
を知っていることはまずないでしょう。呪文を
1分維持するごとに1組の質疑応答が可能です。
　この呪文はまた情報伝達系呪文でもあります。
　持続時間：1分
　エネルギー消費：詠唱5・維持3
　前提条件：《機械召喚》
　魔化：杖、錫杖、宝石。必要エネルギー特定
の種類の機械と話すものなら1200、あらゆる種
類の機械と話すものなら5000

誤作動/TL
通常／生命力で抵抗

　機械に《ひきつり》と同じ影響を与え、なん
らかの誤作動を一時的に引きおこします。たと
えば、支えているものを落とさせしたり、部品
を飛ばしたり、駆動輪の歯車をすべらせたり、
1つのデータ・パケットを丸ごと文字化けさせ
たりします。優秀な術者なら他にもさまざまな
使い道を思いつくでしょう。ゲーム上の効果と
しては、ちょっとした不具合（たとえば懐中電
灯にかけた場合など）から、生命に関わる誤作
動（たとえば、レーザー手術中の自動手術装置

にかけた場合など）まで、あらゆる効果が考え
られます。
　持続時間：瞬間
　エネルギー消費：詠唱3・維持不可
　前提条件：《機械制御》
　魔化：杖、錫杖。魔術師専用。目標に触れね
ばなりません。必要エネルギー300

機能停止/TL
白兵／生命力で抵抗

　機械に《麻痺》と同じ影響を与え、持続時間
中、機能を停止させます（飛行機は墜落し、セ
ンサー類は作動しなくなる等々）。術者は目標
に触れねばなりません。
　持続時間：1分
　エネルギー消費：詠唱5・維持不可。かけ直
しが必要
　前提条件：「魔法の素質2レベル」、《誤作動》
　魔化：杖、錫杖。魔術師専用。目標に触れね
ばなりません。必要エネルギー2000

設計図/TL（至難）
情報

　術者の脳内に、目標の機械の詳細で専門的な
“青写真”を作りだします。術者は紙の設計図
を調べるのと同じ時間で、自分の脳内の設計図
を読むことができます。ただし、この呪文によっ
て、読み取りに必要な技術まで身につくわけで
はありません。たとえば、宇宙船用核融合エン
ジンの設計図を理解するには〈技師/核融合
炉〉技能が必要です。武器の設計図を利用する
には〈武具屋〉か〈技師/その武器〉技能が必要
です。持続時間のあいだ、鮮明な図面が術者の
脳内に留まりつづけます。術者は詠唱中、目標
に接触していなければなりません。
　目標の機械の「現在」の状態（内部の破損や変
更、外装など）を示した設計図にするか、「完全
な」状態を描いた設計図にするかは、術者が選
んでかまいませんん。どちらも役に立つでしょ
う。後者は機械の一部（少なくとも全体の5％
は存在する必要があります）から、全体の設計
図を完成させることが可能です。たとえば、こ
の呪文を利用して、粉々に砕けたプレカーサー
駆動装置から全体の設計図を完成させることが
できるでしょう。いずれの場合も、呪文のエネ
ルギーは機械「全体の」の質量によって決まり
ます。
　脳内の設計図は（たとえ術者が呪文を維持し
ていても）「効果を発揮している呪文」には数え
ません。
　これは知識系呪文でもあります。
　持続時間：1分
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　エネルギー消費：1トン以下の目標につき5。
1トン（または破片1つ）が増えるごとに＋1。
維持は半分
　準備時間：5秒
　前提条件：《機能看破》、《歴史》
　魔化：青写真、頭につけるもの。魔術師専用。
目標に触れねばなりません。必要エネルギー
200

再構築/TL（至難）
通常

　《修理》の上位版です。たとえ破片からでも、
あらゆる物体を完全に再構築することができま
す。術者はまず、目標に対して《設計図》の呪
文をかけねばなりません。そして、その設計図
が脳内に存在するうちに《再構築》の呪文を唱
えはじめねばなりません。単純なものなら設計
図は不要です。充分なエネルギーがあれば、隔
壁の残骸から宇宙船を再構築することも可能で
しょう！
　目標は1秒間に250キログラムの割り合いで、
失われた部品を再生します。これは呪文の詠唱
が終了した時点から開始されます。したがって、
30トンの戦車なら2分で再構築できます。珍し
い素材が必要な場合は、技能判定にペナルティ
がかかったり、再生速度が遅くなります。
　「機械」とは呼べない単純なものなら文明レベ
ルによる修正はかかりません。魔法の品物は再
構築できません。
　これは物体操作系呪文でもあります。
　持続時間：永久
　エネルギー消費：完成品の質量が250キロ以
下なら30。それを上回る250キロごとに＋1。
破壊の程度は関係ありません
　準備時間：エネルギー消費1につき1秒
　前提条件：「魔法の素質3レベル」、《修理》、
《物体作成》、3つの精霊系から各1種。機械に
唱えるなら《設計図》が必要

動く機械/TL（至難）
通常／意志力で抵抗

　精霊を召喚して、魔術師の接触している機械
を動かします。この呪文は「共通性質/機械」
（『キャラクター』253ページ）を備えたキャラ
クターにも効果を及ぼしますが、知性のある機
械は抵抗する可能性があります。
 　召喚された精霊は、「ごくふつうの手段」で
操作するのと同じようにその機械を動かせます。
同時に、機械に内蔵されたすべての機械的・電
子的付属品（内蔵武器を含みます）をも制御し
ます。
　精霊の敏捷力は10、知力は9で、共通性質

「オートマトン」と「精神体」を備えています
（『キャラクター』254ページ）。術者か術者の
指名した人物の命令に従いますが、すべての命
令を「文字どおり」に受けとってしまいます
（たとえば、飛んでいるヘリコプターの上で
「ここで降ろせ」と命令すると、悲惨な事故が
起こるでしょう）。この場合、精霊の知力で判
定を行ない、その言葉をふつうの話し言葉とし
て理解したか、文字どおりの言葉として受け
とったかを決定します。
　この呪文をかけるさいにファンブルすると、
悪魔が機械に入りこみます。そして、召喚者の
みならず、周囲にいるものを手当たり次第殺そ
うとするでしょう。術者は、機械を動かしつづ
けようとする悪魔を阻止できません──悪魔は
15点疲労（FP）して、呪文を継続させます！　
それ以外は、悪魔は通常の手段で召喚した精霊
と同等に扱います。
　持続時間：1分
　エネルギー消費：1トン以下の機械なら詠唱
8、2トン以下なら9、4トン以下なら10、8ト
ン以下なら11、16トン以下なら12。以降、質
量が倍になるごとに＋1。維持は半分
　準備時間：エネルギー消費1につき1秒
　前提条件：《機械制御》に加えて、《動く像》
または《動く物体》　

機械憑依/TL
通常／意志力で抵抗

　《動く機械》と似ていますが、こちらは術者自
身の精神が機械を動かします。機械の知力は5
以下でなければなりません。
　術者はまるでその機械を操縦しているかのよ
うに動かすことができ、機械の記憶や能力を自
由に引きだせます。さらに、機械の技能や能力
を自分のもののように利用できます。ただし、
術者自身の精神的能力は使えますが、肉体的能
力は利用できません（非常に高いレベルで習得
していて、発声や呪文動作が一切不要な呪文な
らば利用できます）。
　この呪文を使ったときには、機械の感覚器官
だけでなく、術者自身の感覚器官も有効です。
そうでなければ、術者は非常に不利な状況に陥
るでしょう。文明レベル6以下の機械は基本的
に視覚も聴覚も備えていないからです。
　持続時間のあいだ、術者の肉体は意識不明に
陥るので、厳重に警護する必要があります。

　持続時間：1分
　エネルギー消費：詠唱6・維持2
　準備時間：30秒
　前提条件：《機械制御》に加えて、《動物知覚》
《他者知覚》のいずれか1つ
　魔化：片方が銀、もういっぽうが金でできた
1対の装身具。術者が金のほうを身につけ、機
械が銀のほうをつけます。これにより距離に関
わらず、いつでもこの呪文を唱えることができ
ます。パワーストーンを内蔵しているなら、そ
れは金のほうに取りつけられています。どちら
かが破壊されると、もう一方の魔化も消失しま
す。必要エネルギーは1対で1500。いずれも
$200の価値の人工宝石が組み込まれていなけ
ればなりません

完全機械憑依/TL（至難）
通常/意志力で抵抗

　《機械憑依》と同様の効果ですが、術者が自ら
打ち切るか、適切な呪文（《解呪》《呪い除去》《対
抗呪文》など）によって追いはらわれるまで、
目的の機械に留まりつづけることができます。
呪文の継続中、術者の肉体は「活動中断」（120
ページ）になります。術者の肉体が死ねば、呪
文も破棄されます。目標の機械が損傷を受ける
たびに、術者も生命力判定を行ない、失敗する
と同じダメージを被ります。また、目標の機械
が“死亡”した場合、術者も生命力判定に失敗
すると死亡します！
　さらに、術者は毎日、意志判定を行なわねば
なりません。1回失敗するごとに、知力を1点
ずつ失います。目標の機械の通常の知力か意志
まで低下すると、、この判定は行ないません。
失われた能力値は呪文が終了すると回復します。
ただし、術者の知力が5以下になった場合は、
《呪い除去》か《解呪》を使わなければ、この呪
文を終了させることができません。
　持続時間：不定（永久に持続することも可能）
　エネルギー消費：30
　準備時間：5分
　前提条件：「魔法の素質3レベル」、《機械憑依》

コンピュータ覚醒/TL（至難）
通常

《付喪神》の呪文と同様にコンピュータの精霊
を覚醒させ、知覚と知性を与えます。コンピュー

　充分に発達した科学技術は魔法と見分けがつかない。
　──アーサー.C. クラーク
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タにすでに知的なプログラムが施されている場
合、そのプログラムはこの呪文に抵抗すること
ができます。抵抗に失敗すると、呪文の持続時
間のあいだ、プログラムは“意識不明”の状態
になります。
　この呪文で覚醒した精霊は、コンピュータの
「複雑さ＋５」の知力を持っています。ホスト
コンピュータのデータベースと周辺機器すべて
にアクセスできますが、データベース中にある
暗号化された情報を解読することはできません。
ホストコンピュータを使う知性体と同じように
して、ネットワークでつながったコンピュータ
にアクセスすることもできます。精霊は知力と
同じレベルで〈コンピュータ操作〉技能と〈コン

ピュータ・プログラミング〉技能を備えており、
術者の命令には忠実に従いますが、それ以外に
ついては自由な意志を持っています（また、そ
の本質通り、腹立たしいほど想像力に欠けてい
ます）。
　コンピュータの精霊は、独特の一風変わった
性格をしています。覚醒しているときの出来事
をすべて覚えています。コンピュータの精霊に
とって、覚醒と覚醒のあいだは存在の区切りで
はなく、1回の眠りに過ぎません。
　あるコンピュータについてはじめて精霊を覚
醒させようとしたときにファンブルすると、悪意
に満ちた邪悪な精霊が目覚めてしまい、機会があ
るごとに術者などを害を及ぼそうとします。この

精霊はホストの「複雑さ」と同じレベルの〈コン
ピュータ・ハッキング〉技能を持っています。他
に何もなければ、それが可能だからという理由
で、重要なデータを消去してしまいます。
　持続時間：1時間
　エネルギー消費：詠唱8・維持2
　準備時間：10秒
　前提条件：《動く像》、《知恵》
　魔化：詠唱に必要なエネルギーの100倍で、
コンピュータを永久に覚醒させることができま
す

動力系呪文
　ここでは、機械が仕事をするために利用する
あらゆるエネルギーを「動力」と呼びます。文
明レベル8の世界なら、ふつうは電力です。こ
れより古い文明世界では、水車や蒸気機関と
いった動力が利用されるでしょう。より進んだ
文明では光推進など、未知の動力源が利用され
るかもしれません。また、“燃料”とは動力を供
給するために消費されるあらゆるものを指し、
木材や石炭から反物質までさまざま形がありま
す。燃料や動力源の文明レベルは、人類がどの
燃料を利用して機械を操作するかによります。
燃料が複数の文明レベルにまたがって使われて
いる場合は、術者が修正を計算する上で最も有
利になる文明レベルを利用します。
　この項の呪文の多くは、標準の動力源を
『ガープス』の呪文エネルギーに換算する必要
があります。特に明記がないかぎり、1キロワッ
ト・時（kWh）は10エネルギーに等しいものと
します。したがって、360キロワット（kW）は
1エネルギー/秒に相当します。360キロワット・
秒（kWs）またはキロジュール（kJ）は1エネル
ギーです。しかし、背景世界が異なれば、この
前提もちがってくるでしょう。反物質反応装置
のある世界では、とてつもなく強力になる可能
性がありますから、GMが望むなら換算の割り
合いを補正してかまいません。

動力探知/TL
情報

　最も近くにある一定量以上の動力源までの方
向と、大まかな距離を探知します。長距離の修
正値を適用します（14ページ）。術者が詠唱前

に特定の動力源や既知の動力源を指定しておけ
ば、それを呪文の目標から除外することができ
ます。
　休止中の動力源（たとえば、回線に接続され
ていない電池など）は使用中の動力源よりも探
知しにくくなります。長距離の修正値を2倍に
してください。
　エネルギー消費：3
　準備時間：10秒
　魔化：錫杖。動力源の方向を示し、その出力
に応じて光ります。必要エネルギー60

燃料探知/TL
情報

　最も近くにある一定量以上の燃料までの方向
と、大まかな距離を探知します。長距離の修正
値を適用します（14ページ）。術者が詠唱前に
特定の資源や既知の資源を指定しておけば、そ
れを呪文の目標から除外することができます。
　エネルギー消費：3
　準備時間：10秒
　魔化：目盛りのついた細い金属棒。燃料のあ
る方向を示し、その量を目盛りで示します。必
要エネルギー60

燃料調査/TL
情報

　ある物質が燃料として、特定の目的にそのま
ま利用できるかどうかを調べます。その物質の
化学的性質や備蓄された動力まではわかりませ
んが、通常の利用を妨げる可能性のある不純物
や腐敗、異物などを発見できます。魔法がかかっ

ているかどうかは調査しません。
　エネルギー消費：固形0.5キロまたは液体4
リットルにつき1、半径1メートル以内にある
すべての燃料を調べるなら3
　魔化：杖、錫杖、装身具。必要エネルギー
100

燃料保存/TL
通常

　燃料が汚染や腐敗などの原因で利用できなく
なるのを防ぎます。木材は腐らず、ガソリンは
揮発しません──核燃料の放射性崩壊でさえも
抑制します！
　持続時間：1週間
　エネルギー消費：燃料0.5キロあたり詠唱4・
維持半分
　前提条件：《燃料調査》
　魔化：（a）杖、錫杖、装身具。必要エネルギー
400。（b）箱、容器。常動型。こうした容器に入っ
た燃料は永久に保存されます。必要エネルギー
は保存する燃料0.5キロ（端数切り上げ）ごと
に40

燃料浄化/TL
通常

　燃料から異物や不純物を取りのぞき、利用で
きるようにします。燃料が不純物によって完全
に破壊されていたら、それを除去します……あ
とにはなにも残りません！
　エネルギー消費：浄化する燃料0.5キロあた
り1/2（最低1）
　前提条件：《水浄化》または《腐敗》


